
NHO 近畿グループ及び国立循環器病研究センターにおけるプレアボイド報告の集積調査 

 

【研究の目的と概要】 
2018 年度より NHO 近畿グループの 20 施設及び国立循環器病研究センターで報告のあった「プレアボイ
ド*報告」をアンケート方式により集積調査します。集積したデータを集計し、その内訳、統計データ等を近畿
国立病院薬剤師会会員への情報の共有、周知、及び学会報告等をすることにより、薬剤業務の質的向上、医師
の診療支援および医療安全への貢献につなげることを目的としています。将来的に継続的な調査の実施ができ
るよう、その支援として、近畿国立病院薬剤師会**が主体となり取り込みます。 
*プレアボイド（Prevent and avoid the adverse drug reaction：薬による有害事象を防止・回避する）という言
葉を基にした造語です。 
**国立病院機構 6 グループのうち近畿グループ（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山
県）に 
所属する 20 病院と関連施設（循環器病研究センター）の薬剤部（科）に勤務する薬剤師によって、構成され
ている団体です。 
 
【研究結果の公表に関すること】 
この研究の結果は，学会や学術雑誌などで公表されることがありますが，名前や住所など個人を特定できる情
報が外部に伝わることはありません．個人情報の保護には十分配慮し，法令を遵守いたしますのでご安心下さ
い。 
 
【研究への協力の任意性と撤回の自由】 
対象となる方の中で，研究対象となることを望まない方は，参加を拒否することができますのでお申し出くだ
さい。あなたの自由意思で決めていただき，強制はいたしません。また，参加されなくてもあなたの不利益に
なるようなことはありません。また，参加の取り消しはいつでも可能です。その場合は調査したデータなどは
廃棄され，その後の研究で使用することはありません．ただし，参加を取り消した時すでに公表されていた研
究成果や診療記録などは廃棄することができない場合がありますのでご了承ください。 
 
【研究計画書等の開示】 
あなたが希望される場合，この研究の研究計画の内容を見ることができます。 
 
【研究協力者にもたらされる利益及び不利益】 
この研究の結果があなたにもたらす直接的な利益はないと考えられます．ただし，研究の成果は今後の薬剤師
業務における薬剤の適正使用、医療安全に寄与することが期待されます．また，個人情報の流出は不利益とな
るため，個人を特定できるような検討を行わず，研究データの管理を研究責任者によって徹底するなどの適切
な対処をします。 
 
【費用負担に関すること】 
この研究に必要な費用はありません．この研究による交通費，謝金等の支給は行いません。 
 
【知的所有権に関すること】 
この研究の結果として特許権等が生じる可能性がありますが，その権利は国，研究機関，民間企業を含む共同
研究機関及び研究遂行者などに属し，あなたには属しません。また，その特許権等に関して経済的利益が生じ
る可能性がありますが，あなたはこれらについても権利はありません。 
 
【倫理的配慮】 
この研究は，倫理委員会等で研究計画書の内容および実施の適否等について，科学的及び倫理的な側面が審議
され承認されています。また，研究計画の変更，実施方法の変更が生じる場合には適宜審査を受け，安全性と
人権に最大の配慮をいたします。 
 
【個人情報の保護に関すること】 
この研究で利用される個人情報は，行政機関個人情報保護法に基づき適正に管理し，研究に利用させて頂くあ
なたの個人情報も厳重に管理致します．この研究結果の保存期間は 2018 年 4 月から 2030 年 3 月までと致し
ます。 
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